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平成 30 年 11 月 8 日 

産 業 経 済 局 

 

【陳情第 108 号】 

イオンモールの出店等による小倉中心市街地の商業施設への影響を抑えるた

めの施策の実施について 

 

 

0 関連施策説明 

 

１ 商業振興の基本的な考え方 

 ・商店街の魅力向上を図るには、商業者のニーズに沿った取組が必要との認

識のもと、常日頃より、地元商業者との密な意見交換を実施。 

 ・各種施策については、こうした商業者の声や地域商業を取り巻く社会経済

情勢の変化を踏まえつつ、絶えず検証しながら推進。 

 

２ 社会経済情勢の変化 

（１）人口減少と高齢化 

  ・2045 年の推計値 人口：771,168 人 高齢化率：37.8％ 
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（２）通信販売（Ｅコマース）等の市場の拡大 

・アマゾン（売上高：約 20 兆円 前年比 ＋約 30％【H29.12 決算】） 

・メルカリ（流通総額：約 3,700 億円 前期比 ＋約 50％【H30.6 決算】） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）インバウンド需要の増加 

《本市への外国人観光客数》 

【H25】13.2 万人  → 【H29】68.2 万人（＋516.6％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：金額（億円）

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

ＥＣのうち物販分 17,100 21,110 25,550 29,330 33,600 40,260 44,910 49,980 59,931 68,042 72,398 80,043 86,008

百貨店売上 87,629 86,439 84,652 80,787 71,771 68,417 66,605 66,389 67,195 68,273 68,257 65,976 65,528

国内電子商取引市場規模と百貨店売上高の比較

出典：経済産業省「電子商取引に関する市場調査」「商業動態統計」
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単位：金額（億円）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

訪日外国人

買物額
3,010 2,440 3,413 4,632 7,146 14,539 14,261 16,398

訪日外国人の買物額の推移

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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■要望項目１「ＪＲ小倉駅・黒崎駅前の空洞化を避けるための取組みを進める

こと」について 

 

１ 商店街向けの支援策 

（１）商店街にぎわいづくりスタート支援事業 

・商店街による賑わいイベントやチラシ、マップの作製等を支援 

（２）商店街活性化計画づくり支援事業 

・経営強化や活性化計画づくりのための専門家派遣等 

（３）中小企業団体共同施設等設置補助事業 

・アーケードや照明の設置等を補助 
 

 

 

 

 

 

 
照明を LED 化（黒崎カムズ名店街・H30.7 竣工）       旦過繁盛店づくりのフォローアップ 

 

２ シャッターヒラクプロジェクト 

「事業イメージは固まっていないが、空き店舗で何かしたい」という段階

から、気軽に相談できる体制を整え、相談者の様々な疑問や悩みに寄り添

うことで、新規出店等を支援。 
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小倉・みかげ通りにオープンしたカフェ（H30.7） 
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■要望項目２「イオンモールと小倉中心市街地の回遊性を確保する施策の実施

及び広域集客施設の建設を要望すること」について 

 

  本市の基本的な考え方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

■要望項目３「プレミアム付き商品券発行事業の予算の確保・充実を図るこ

と」について 

 

１ 事業概要 

   商店街等が発行するプレミアム付商品券の販売総額の 5％（県 3％、 

市 2％）を助成 ※県が発行事務費（印刷、広告費等）の一部も助成。 
 

   【イメージ】プレミアム率 10％の商品券を 1,000 万円分販売する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 2 月 18 日 市長よりイオンモール(株)へ要請 

新たな施設が、今後の北九州市のまちづくり、地域の活性化に資

するものとなるよう、 

・地区内の他の施設との連携による回遊性の向上 

・市内観光拠点との連携による新たな賑わいの創出 

・施設整備にあたり環境に配慮した取組を実施 

・新たな雇用の創出 

 について、取り組んでいただきたい。 

 

商店街等負担分

　50万円（5%）

市負担分

　20万円（2%）

県負担分

　30万円（3%）

商品券発行総額1,100万円

販売総額

（消費者購入額）

1,000万円

プレミアム相当分

100万円(10％）


